
菅義偉首相は３日、

退陣する意向を表

明しました。新型コ

ロナ対策を最優先

に掲げましたが、コ

ロナ対応や国民へ

の発信が不十分と

の批判が相次ぎ、

党内での求心力が

低下。わずか１年で

の退陣となります。

前政権から続いた

官邸主導の農業改

革は、生産現場の

懸念を招くものも多

く、今後どう農政を

構築するかが焦点

です。 （9/4付1面）

生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞の読みど

ころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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創業117年の文房具店

「銀座伊東屋 本店」は、

ビル11階に水耕栽培で

育てる工場があり、フリ

ルレタスとルッコラを栽

培。一つ上階のカフェで、

サラダなどとして提供し

ています。（9 /6付9面）

今週の記念日
★9月17日「イタリア料理の日」 イタリア料理の普及や発展、文化の紹介、技術向上など
を目的に、シェフを中心に活動している日本イタリア料理協会が、「料理」を意味する「ク
チーナ（ｃｕｃｉｎａ） 」を９．１．７の語呂合わせから制定。オリーブ・オイルをはじめ、ズッキー
ニやリーキ（西洋ネギ）、カリフラワーの形状をしたロマネスコなども普及してきました。

＜日本記念日協会から＞
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国内で26年ぶりに豚熱の発生が確認されて３年。こ

れまで14県で71事例が発生、家畜伝染病予防法に

基づき、 25万頭超が殺処分されました。その後、経

営体の２割は廃業したことが本紙調査で判明。愛知

県では32経営体のうち８経営体が、高齢化や後継者

不在で廃業。感染イノシシの生息地域拡大に対し、

国の対策立て直しが求められます。 （9/9付１、2面）

ＪＡ全農と旅行会社・ＪＴＢが連携する労

働力支援事業が各地で本格化してい

ます。先駆的なＪＡ全農山形は、サクラ

ンボの収穫や選別、箱詰め作業を請け

負って延べ112人が従事。応募者の７

割が女性で、うち６割が観光業の関係

者でした。北海道でもホテル従業員が

トマト収穫を担いました。 （9/4付5面）

日本農業新聞 東北支所 （青森・山形県普及担当） 中村 敦信
先日、父方の祖父が生前仕事中に着ていたであろうスーツをもらい受けました。ズボ
ンの裾を短くまくり、仮縫いされたような状態だったのですが、糸を抜くと丁度いい長さ。
ジャケットも体にぴったりでびっくりしました。若い頃は私と同じような体形だったけど、
晩年、腰が曲がり身長も低くなった時、裾が短くなるように縫い直したのかなァなどと
想像しました。形見なので大事なものですが、ここぞという時に着ようかと思います。


